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アスクレピオスの杖を探して
地
域
医
療

再
生
へ
の
道

第25回

Ｄ
Ｐ
Ｃ
と
は

　

厚
生
労
働
省
は
さ
る
３
月
30
日
、
平
成
29
年
度
の

Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
院
の「
機
能
評
価
係
数
Ⅱ
」を
公
示
し

た
。
機
能
評
価
係
数
Ⅱ
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
対
象
病
院
の
診

療
実
績
や
地
域
で
の
貢
献
を
評
価
す
る
数
値
で
、
前

年
９
月
ま
で
の
１
年
間
の
実
績
に
基
づ
き
、
毎
年
４

月
に
更
新
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
急
性
期
病
院
の
入
院
費
は
包

括
医
療
費
支
払
い
制
度
方
式（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
）を
採
用
し
て

い
る
。
病
院
経
営
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
意
義
を

持
つ
Ｄ
Ｐ
Ｃ
で
あ
る
が
、
首
長
や
地
方
議
会
議
員
、

自
治
体
本
体
の
職
員
に
と
っ
て
は
、
専
門
的
で
あ
ま

り
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

　

Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
係
数
は
、
病
院
の
提
供
す
る
医
療
を
効

率
的
で
質
の
高
い
も
の
に
誘
導
す
る
意
思
を
も
っ
て

設
定
さ
れ
て
い
る
。
図
表
１
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
に
よ
る
入

院
医
療
費
の
計
算
方
法
で
あ
る
。
入
院
を
し
た
場

合
、
診
療
報
酬
は
、
入
院
基
本
料
・
検
査
・
投
薬
注

射
な
ど
の
包
括
評
価
部
分
と
手
術
や
内
視
鏡
、
心
臓

カ
テ
ー
テ
ル
な
ど
の
出
来
高
部
分
に
分
け
て
算
定
さ

れ
る
。
手
術
な
ど
は
、
包
括
算
定
に
し
て
金
額
を
一

定
に
す
る
と
粗
診
粗
療
を
招
く
危
険
性
が
あ
る
た
め

出
来
高
と
な
っ
て
い
る
。

　

包
括
部
分
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ（
診
断
群
分
類
）に
基
づ
き

１
つ
の
傷
病
名
・
分
類
と
１
日
当
た
り
点
数
が
決
定

さ
れ
る
。
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
点
数
に
入
院
日
数
と
医
療
機
関

別
係
数（
Ｄ
Ｐ
Ｃ
係
数
）を
乗
じ
て
包
括
部
分
の
診
療

報
酬
が
算
定
さ
れ
る
。

Ｄ
Ｐ
Ｃ
係
数
と
は

　

図
表
２
は
Ｄ
Ｐ

Ｃ
係
数
の
内
訳
で

あ
る
。
①
基
礎
係

数
は
、
病
院
を
３

つ
の
病
院
群
（
Ⅰ

群
大
学
病
院
等
、

Ⅱ
群
大
学
病
院
並

の
診
療
機
能
を
有

す
る
病
院
、
Ⅲ
群

そ
の
他
の
病
院
）

に
分
け
、
係
数
が

設
定
さ
れ
て
い

る
。
Ⅰ
Ⅱ
Ⅲ
群
の

区
分
け
は
２
年
に

一
度
行
わ
れ
る
。

②
暫
定
調
整
係
数
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
創
設
時
に
出
来
高

請
求
と
包
括
請
求
の
差
を
補
て
ん
す
る
た
め
に
設

定
さ
れ
た
。
次
回
の
診
療
報
酬
改
訂
に
お
い
て
廃

止
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
③
機
能
評
価
係
数
Ⅰ
は
、

医
療
機
関
の
体
制
や
設
備
な
ど
基
本
的
な
機
能
を

評
価
す
る
た
め
の
係
数
で
、
７
対
１
入
院
基
本
料

や
地
域
医
療
支
援
病
院
な
ど
の
施
設
基
準
を
出
来

高
算
定
し
た
場
合
の
点
数
を
計
数
化
し
た
も
の
で

こ
れ
か
ら
の
自
治
体
病
院
経
営
の

カ
ギ
と
な
る
Ｄ
Ｐ
Ｃ 

（
上
）

城
西
大
学
経
営
学
部
教
授
　

伊
関
友
伸

入院基本料・検査・投薬注射など

×
入院日数

×

包括評価部分

+

出来高部分

DPC（診断群分類）ごとの 1 日当たり点数

医療機関別係数（DPC 係数）
１ 基礎係数
　　　+
２ 暫定調整係数
　　　+
３ 機能評価係数Ⅰ
　　　+
４ 機能評価係数Ⅱ

●手術・麻酔
●内視鏡・心臓カテーテル
●リハビリテーション
●1000 点以上の処置
　など

DPC（診断群分類）とは
「医療資源を最も投入した傷
病名」を決定し、さらに診療行
為（手術・処置等）、副傷病名
などにより分類を行ったもの

図表１　DPCによる入院医療費の計算方法

図表2　DPC係数の内訳

①基礎係数
病院を３つの病院群に分け、係数を設定
Ⅰ群大学病院等、Ⅱ群大学病院並の診療機能を有する
病院、Ⅲ群その他の病院

②暫定調整係数 DPC創設時に出来高請求と包括請求の差を補填するた
めに設定、平成30年度に廃止予定

③機能評価係数Ⅰ

医療機関の体制や設備など基本的な機能を評価するた
めの係数
７対1入院基本料や地域医療支援病院などの施設基準
を出来高算定した場合の点数を計数化

④機能評価係数Ⅱ 診療の実績を機能別に分類して評価
今後、暫定調整係数に代わって比重が大きくなる
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あ
る
。
前
述
の
④
機
能
評
価
係
数
Ⅱ
は
、
診
療
の

実
績
を
機
能
別
に
分
類
し
て
評
価
す
る
も
の
で
あ

る
。
今
後
、
暫
定
調
整
係
数
に
代
わ
っ
て
比
重
が

大
き
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

図
表
３
は
機
能
評
価
係
数
Ⅱ
の
内
訳
で
あ
る
。
よ

り
複
雑
な
疾
患
に
つ
い
て
広
く
カ
バ
ー
で
き
、
平
均

在
院
日
数
が
短
い
医
療
を
提
供
で
き
る
病
院
、
救
急

医
療
や
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
る
病
院
な
ど
を
係

数
で
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
交
通
の
便
の
悪
い
離

島
や
地
方
で
唯
一
の
急
性
期
医
療
を
提
供
し
て
い
る

病
院
は
、
係
数
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
筆
者
が

Ｄ
Ｐ
Ｃ
を
評
価
し
て
い
る
理
由
の
一
つ
で
も
あ
る
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
調
整
係
数
Ⅱ
の
内
訳
も

公
表
し
て
い
る
。
他
の
病
院
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ

り
、
自
院
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
数
値
で
把
握
で

き
る
。
厚
生
労
働
省
は
、
将
来
的
に
療
養
系
の
病
院

を
含
め
た
全
て
の
病
院
で
Ｄ
Ｐ
Ｃ
を
導
入
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

自
治
体
病
院
の 

Ｄ
Ｐ
Ｃ
係
数
Ⅱ
は
高
い
傾
向

　

自
治
体
の
Ｄ
Ｐ
Ｃ
係
数
は
高
い
傾
向
に
あ
る
。
現

在
の
Ⅱ
群
１
４
０
病
院
の
う
ち
46
病
院
が
自
治
体
病

院
（
う
ち
２
つ
は
医
大
附
属
病
院
）
で
あ
る
。
ま
た
、

平
成
29
年
度
の
Ⅲ
群
病
院
の
係
数
上
位
１
０
０
病
院

の
う
ち
55
病
院
が
自
治
体
病
院
で
あ
る
。
１
０
０
位

内
の
自
治
体
病
院
数
は
、
26
年
度
40
病
院
、
27
年
度

45
病
院
、
28
年
度
45
病
院
と
年
々
増
加
し
て
い
る
。

自
治
体
病
院
が
住
民
の
期
待
に
応
え
、
質
の
高
い
医

療
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
が
高
い
係
数
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
考
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
自
治
体
病
院
の
経
営
改
善
は
、
職
員

給
与
費
な
ど
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
入
院
・
患
者
を
増

や
す
こ
と
が
効
果
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ

が
診
療
報
酬
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
時
代
に
は
、

医
療
提
供
力
を
向
上
さ
せ
、
診
療
報
酬
加
算
を
取
得

す
る
と
共
に
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
係
数
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が

重
要
な
時
代
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｄ
Ｐ
Ｃ
係
数
を
上
げ
る
に
は
、
医
師
数
や
看
護
師

な
ど
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
し
、
研
修
を
さ
せ
る

こ
と
、
医
療
機
器
を
整
備
す
る
こ
と
で
病
院
が
対
応

で
き
る
診
療
の
質
と
量
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
と
な

る
。
人
的
物
的
投
資
が
病
院
の
命
運
を
決
め
る
時
代

に
な
っ
て
き
て
い
る
と
も
い
え
る
。

医
療
提
供
の
水
準
を
把
握
す
る 

ツ
ー
ル
と
し
て
の
Ｄ
Ｐ
Ｃ
係
数

　

首
長
や
議
会
、
自
治
体
本
体
に
と
っ
て
、
病
院
経

営
を
考
え
る
上
で
数
値
指
標
は
と
て
も
重
要
で
あ

る
。
こ
れ
ま
で
の
自
治
体
病
院
の
経
営
指
標
は
一
般

会
計
繰
入
金
、
経
常
黒
字
・
赤
字
、
医
業
収
支
比
率

な
ど
財
務
に
関
す
る
指
標
が
中
心
で
あ
っ
た
。
Ｄ
Ｐ

Ｃ
係
数
は
、
完
全
な
も
の
で
は
な
い
が
、
自
院
の
医

療
提
供
の
成
果
を
他
の
病
院
と
横
並
び
で
分
か
り
や

す
く
評
価
で
き
る
指
標
で
あ
る
。
Ｄ
Ｐ
Ｃ
係
数
な
ど

の
医
療
提
供
に
関
す
る
指
標
が
、
自
治
体
病
院
の
経

営
を
め
ぐ
る
関
係
者
の
共
通
言
語
に
な
る
時
代
も
近

い
と
考
え
る
。

　

次
回
は
具
体
的
な
数
値
を
あ
げ
て
Ｄ
Ｐ
Ｃ
の
内
容

に
つ
い
て
説
明
を
し
た
い
。

タ
イ
ト
ル
の
〝ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
〟
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
神

話
に
登
場
す
る
名
医
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
持
っ
て
い
た
蛇（
ク

ス
シ
ヘ
ビ
）の
巻
き
つ
い
た
杖
。
医
療
・
医
術
の
象
徴
と
し
て

世
界
的
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
あ
る
。
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図表3　機能評価係数Ⅱの内訳

保険診療指数 質が遵守されたDPCデータの提出を含めた適切な保険診
療実施・取組を評価

効率性指数 各医療機関における在院日数短縮の努力を評価

複雑性指数 各医療機関における患者構成の差を１入院あたり点数で
評価

カバー率指数 様々な疾患に対応できる総合的な体制について評価

救急医療指数 救急医療（緊急入院）の対象となる患者治療に要する資源
投入量の乖離を評価

地域医療指数 地域医療への貢献を評価（中山間地域や僻地において、必
要な医療提供の機能を果たしている施設を主として評価）

後発医薬品指数 入院医療における後発医薬品の使用を評価

重症度指数（新設） 診断群分類点数表では十分評価されない患者の重症度の
乖離率を評価


